
「性の多様性を知ろう」 図書展示＠中央・西図書館 2020年 1月 20日‐ 2月７日 

ダイバーシティ研究センター 

（期間の途中で両館の図書を入れ替えます） 

 

広島大学が 2019 年 12 月に「性の多様性に関する理念と対応ガイドライン――LGBT 等の学生の修学のために」を制定したの

を知っていますか？ 

https://momiji.hiroshima-u.ac.jp/momiji-top/learning/post_16.html 

 

これは、一人一人の学生がどのような性であろうとも、安心して存分に活動できる大学であることを目指して、広島大学が考え方

とやり方を示した冊子です。 

これを機に、多くの人に「性の多様性」に関心をもってもらいたいと思い、図書展示を企画しました。 

 

展示してある本自体は借りることができませんが、リストに（西）などと記してある本は、大学の図書館でも所蔵していますので、そ

こで借りることができます。また、展示終了後であれば、ダイバーシティ研究センター（教育 B 棟 8 階にあります）で借りることもで

きます。 
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麻生一枝『科学でわかる男と女になるしくみ――ヒトの性は、性染色体だけでは決まらないソフトバンククリエイティブ 2011 年 
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石井由香理『トランスジェンダーと現代社会――多様化する性とあいまいな自己像をもつ人たちの生活世界』明石書店 2018
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選書責任者：ダイバーシティ研究センター 大池真知子 


